
　

在
学
中
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
期

間
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
申

請
は
、
毎
年
4
月
ま
た
は
、
20
歳
に
な
っ
た

時
点
で
必
要
で
す
。

　

申
請
が
お
く
れ
る
と
、
万
が
一
の
と
き
に

「
障
害
基
礎
年
金
」
な
ど
を
受
給
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
手
続
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、学
生
納
付
特
例
は
、

申
請
時
点
か
ら
2
年
1
か
月
前
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
、さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

対
象
／
平
成
26
年
3
月
～
平
成
29
年
3
月
に

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学

校
な
ど
に
在
学
す
る
（
し
た
）
学
生
で
、

平
成
28
年
4
月
時
点
で
富
士
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人

持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
の

場
合
は
両
面
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
と
認
め
印
、

身
分
を
証
明
す
る
も
の
も
必
要
。

※
既
に
学
校
を
卒
業
し
て
い
て
学
生
証
が
な

い
場
合
は
、
在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証

明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
／
国
保
年
金
課
国
民
年
金
担
当（
市

役
所
3
階
）、
富
士
年
金
事
務
所

※
申
請
し
て
か
ら
2
年
目
以
降
で
、
既
に
は

が
き
に
よ
る
簡
易
申
請
を
行
っ
た
人
は
、

手
続
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国  民  年  金
あ れ こ れ

知って得する !

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
申
請
の
手
続
を
忘
れ
ず
に
！

20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
へ問

い
合
わ
せ

国
保
年
金
課 

国
民
年
金
担
当

（
市
役
所
3
階
）

　

☎（
55
）2
7
5
5　

5（
51
）2
5
2
1

富
士
年
金
事
務
所

　

☎（
61
）1
9
0
0　

5（
64
）5
4
1
1
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w
w
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セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談
室
へ

事
務
局
／（
一
社
）ま
ち
の
遊
民
社
　
1（
51
）
   
1  1  1  2 

第 17回 問い合わせ　
市民協働課　155-2701

　

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
は
主
に
、
定
年
退
職
後
や
子
育
て
後
な
ど

第
2
の
人
生
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
還
暦
世
代
の
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
明あ
か
し石

み
ゆ
き
さ
ん（
今
泉
）。
イ
ベ
ン
ト
の

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、本
の
読
み
聞
か
せ
・
貸
し
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

コ
ー
ラ
ス
・
つ
る
し
雛び
な

の
指
導
な
ど
、多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
向
き
に
、
周
囲
の
期
待
に
応
え
る

私
は
こ
れ
ま
で
、
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
「
広
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
」
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
「
市
民
福
祉
ま
つ
り
」
の
司
会
な
ど
を

務
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、「
ふ
る
さ
と
芸
能
祭
」
の
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
第
１
回
か
ら
32
年
間
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
青
葉
台

コ
ー
ラ
ス
」
や
「
ち
り
め
ん
手
芸
ク
ラ
ブ
」
で
の
指
導
な
ど
も
10
年

余
り
に
わ
た
り
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
夫
や
周
り

の
人
の
協
力
の
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
恩
返
し
を
す
る

つ
も
り
で
、
私
も
人
の

た
め
に
貢
献
し
よ
う
と

意
識
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
と
き
は
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、

「
失
敗
し
て
も
ご
愛
嬌き

ょ
う」

と
考
え
、
前
向
き
に
過

ご
し
、
体
と
心
を
健
康

に
保
つ
こ
と
が
、
物
事

を
継
続
し
て
行
う
秘
訣

で
す
ね
。

現在4教室で開講している「ちりめん手芸クラブ」で
つるし雛の指導をする明石さん（左）

▲国民年金保険料学生納付特例申請書と年金手帳
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